
別紙２ 

 

 

 

 

下松市栽培漁業センター整備基本計画 

策定業務委託仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下松市地域振興部農林水産課 

2026 年（令和８年）７月 

 

 

 



1 

 

下松市栽培漁業センター整備基本計画策定業務委託仕様書 

 

Ⅰ 基本事項 

１ 業務名 

   下松市栽培漁業センター整備基本計画策定業務委託 

 

２ 目的 

   下松市栽培漁業センター整備に関して、令和８年３月に策定した「下松市栽培漁業センター改

修基本構想」（以下「基本構想」という。）を踏まえ、施設の具体的機能、規模、性能、概算事業

費、設計施工スケジュール等に関する検討を行い、今後の設計の要件となる基本計画を策定する

ことを目的とする。 

 

３ 業務期間 

契約締結の日から令和９年３月３１日まで 

 

４ 業務の実施 

（１）本業務の実施は本仕様書に基づき実施すること。 

（２）受注者は、業務の実施に当たっては、「下松市栽培漁業センター整備基本計画策定業務委託公

募型プロポーザル実施要領」（以下「実施要領」という。）における所定の条件を満たすととも

に、本業務の実施にあたり、本事業に係る関係法令及び条例を遵守すること。 

（３）受注者は、業務の実施に当たっては、発注者と協議を行い、その意図や目的を十分に理解し

た上で適切な人員配置のもとで進めること。 

（４）受注者は、業務の進捗に関して、発注者に対して定期的に報告を行うこと。 

（５）受注者は、自らの組織の中から、管理技術者を選任し、発注者に通知すること。 

（６）受注者は、本業務の実施に関し、疑義が生じた場合には、速やかに発注者と協議を行うこと。 

 

５ 業務計画書の提出 

（１）受注者は、契約締結後７日以内に業務計画書を作成の上、発注者に提出し了承を得ること。 

（２）業務計画書には次の事項を記載すること。 

ア 検討業務内容 

イ 業務遂行方針 

ウ 業務詳細工程 

エ 業務実施体制及び組織図 

オ 管理技術者、主任技術者、担当技術者一覧表及び経歴書 

カ 業務フローチャート 

キ 打合せ計画 

ク その他発注者が必要とする事項 

 （３）（２）に定める事項の記載内容に追加又は変更が生じた場合には、速やかに発注者に文書で提

出し、了承を得ること。 

６ 打合せ及び議事録 

  業務を適正かつ円滑に実施するため、受注者と発注者は打合せを行い、業務方針の確認、条件
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等の疑義を正すものとし、その内容については、受注者がその都度記録し、発注者の確認を得る

こと。 

 

 ７ 引渡し前における成果品の使用等 

 （１）仕様書に規定がある場合は監督職員が指示し受注者がこれに承諾した場合は、履行期間途中

においても、成果品の全部又は一部を使用することができる。 

（２）引渡し前における成果品の全部又は一部の引渡しを求めた場合には、部分引渡承諾書を提出

するものとする。 

 

 ８ 検査 

 （１）業務が完了した時は、業務完了通知書により通知するとともに、成果品を提出し、発注者の

検査を受けること。 

 （２）業務完了期限前であっても、発注者が予め成果品の提出期限を指定した場合には、その指定

する期限までにその時点における成果品を提出し、検査を受けること。 

 

 ９ 使用言語等 

   本業務に使用する言語は、日本語、数字は算用数字、通貨は日本円、単位は計量法（平成 4 年

法律第 51 号）に定めるものとする。 
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Ⅱ 業務内容 

  業務内容は、次の１から１１までに掲げる事項の整理、検討であるが、業務の実施に当たっては、

発注者と十分に打合せを行うこと。 

 

 １ 計画準備・前提条件の整理 

 （１）基本構想の検討内容や発注者からの意見を基に、これまでの検討経緯と今後の検討課題を整

理する。 

（２）これまで実施した調査・検討資料や既存建物の資料、現栽培漁業センターの現地確認を行い、

不足情報の洗い出しを行う。なお、追加調査が必要と判断される事項については、発注者へ提

案すること。 

 

 ２ 施設の整備方針の検討 

 （１）施設ごとの想定延床面積をベースに、業務改革等の将来動向を踏まえ、更なる施設規模の最

適化につながる整備方針や施設要件の整理を行う。 

 （２）陸上養殖施設の方式（かけ流し式、閉鎖循環式等）について、将来動向等を踏まえ、従来の

生産コストの削減、歩留り向上等の最適化となる方式を、発注者と共に検討する。 

 （３）公共と民間の相乗効果を最大化するという方向性を踏まえ、必要機能、想定規模等の整備方

針を発注者と共に検討する。 

 （４）基本構想等の上位計画を踏まえた施設コンセプトを、発注者と共に検討する。 

 （５）既存施設の解体及び工事中の事業運営について、発注者と共に検討する。 

 

 ３ 導入機能及び適正規模の整理 

 （１）発注者で整理した栽培漁業センターの現状課題を踏まえ、養殖機能、中間育成機能、加工場

機能、餌料製造機能、観光交流機能等について、機能配置の観点から課題の整理を行う。 

 （２）発注者から提示する現在の施設規模や施設内での働き方等の情報を踏まえ、栽培漁業センタ

ーに求められる機能を精査し、各機能の関係性の整理及び適正規模の設定を行う。 

 （３）施設規模の最適化を図るため、将来の用途変更や需要変動に対応可能な、可変性の確保も考

慮した検討を行う。 

 

 ４ 性能の整理 

   施設において、下記項目の基本計画段階において想定すべき性能及び要求水準を整理する。 

    ア BCP・防災計画 

    イ 環境性能・環境負荷低減計画 

    ウ セキュリティ計画 

    エ ユニバーサルデザイン計画 

 

 ５ 土地利用・配置計画検討 

栽培漁業センター施設の配置検討にあたり、敷地条件、法規制等の制約条件を把握し、基本計

画段階における建築可能範囲及び配慮事項を整理する。 
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 ６ 基本計画図の作成 

 （１）発注者の提示する各施設を再整理し、機能配置や適正規模検討の根拠となる施設配置、ゾー

ニング、レイアウト等の考え方を整理する。そのうえで、実現可能な基本計画図（配置図・平

面図・立面図・断面図・面積図）の作成を行う。 

 （２）栽培漁業センターに配置する設備機械類の整理と必要スペースの概略検討を行う。 

 

 ７ 概略数量・概算工事費・概算事業費算出 

 （１）基本計画図を踏まえた概略数量を算出し、その根拠に基づく栽培漁業センター施設の概算工

事費（本体工事・付帯工事・外構工事）を算出する。概略数量は、基本計画図における躯体数

量・外装面積・機能ごとの面積（面積表）・外構面積等を算出する。 

 （２）その他必要な経費（調査費、業務委託費、備品購入費、移転費等）の概算額を含めた、概算

事業費を算出する。 

 

 ８ 維持管理計画の検討 

   中長期的な観点から、栽培漁業センター施設管理・運営の基本的な考え方、管理・運営主体、

維持管理に係る経費について検討・整理を行い、維持管理費、光熱費等のランニングコスト、建

築耐用年数までのライフサイクルコストの概算費用を算出する。 

 

 ９ 設計・施工スケジュールの検討 

   栽培漁業センター施設の整備方針及びモデルプランに基づく基本設計、実施設計、施工に係る

概略スケジュールを作成する。 

 

１０ 基本計画のとりまとめ及び実施設計に向けた要件・課題の整理 

 （１）基本計画の策定に向けた以上の検討結果を踏まえ、基本計画（本編、資料編、概要版）を取

りまとめる。 

 （２）実施設計の発注に必要な前提条件や、継続検討課題の整理を行う。 

 

１１ 業務の実施条件等 

 （１）情報マネジメント 

    受注者が主催した基本計画打合せ、協議については、速やかに議事録を作成し、発注者に提

出すること。また、協議等により受注者による検討が必要になった場合は、検討結果について

発注者に報告し、わかりやすく分類し、一元管理すること。 

 （２）業務報告 

    本業務期間中の発注者の指定した時期に、事業進捗状況その他指定内容について、とりまと

めて報告する。 

   ア 定期報告内容 

    ① 月間業務結果報告 

    ② 各会議・打合せ検討結果（資料は変更内容を明確に示す） 

    ③ 事業進捗状況（マスタースケジュール、クリティカルパスの表示）及び翌月の業務計画 

    ④ その他（指定時のみ）各種説明資料 

 



5 

 

   イ 報告の仕様 

    ① 定期報告資料をＡ４縦にまとめ左綴じしたもの 

    ② 上記の電子ファイル（月報告はメールによる） 
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Ⅲ 納品等 

１ 成果品 

（１）成果品の構成及び提出規格 

成果品等については、次のものを基本として提出する。なお、電子データについてはＰＤ

Ｆファイル及び加筆修正ができる電子データファイルをＣＤ－ＲまたはＤＶＤ－Ｒの媒体に

記録し、市販ソフトウェア（Word、Excel 等）にて、容易に閲覧及び印刷ができるものとす

る。また、ここに定めがないものについては、発注者の指示によるものとする。 

     ①基本計画 正本（Ａ４）２部、副本（Ａ４）２部 

     ②基本計画概要版 正本（Ａ４）２部、副本（Ａ４）２部 

     ③完成予想図 カラー（Ａ３）１０部 

     ④業務報告書 各１部 

     ⑤上記基本計画、概要版、完成予想図の電子データ 一式 

     ⑥調査の過程で収集した資料等 

  （２）成果品の納品場所 

     下松市役所地域振興部農林水産課林業水産振興係 

  （３）成果品の検査及び手直し 

     受注者は、業務完了時に成果品及び必要な資料を業務完了届とともに提出し、発注者の検

査を受け、不備な点は指示に従い直ちに訂正しなければならない。また、成果品の受け渡し

後においても、明らかに受注者の責に帰すべき理由による成果品の不良個所が発見された場

合は、受注者は速やかに訂正し、補足その他の措置を行わなければならないものとする。 

  （４）成果品の帰属 

     成果品の管理及び権利は、すべて発注者に帰属するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 


